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 2図赤道域木星磁気圏境
 界面の計算結果。太陽風圧
 を,P。,2P。および4P。とし
 た場合を表わしている。X.
 0,YおよびZの記号はそ
 れぞれパイオニア鳩号,/1
 号,ヴォイジヤーi号およ
 び2号の磁気圏境界面通過
 の位置を示している。それ
 ぞれの位置の大巾な変動
 は,太陽風圧の状況に対応
 するもので,この変化の様
 相を木星磁気圏のスポンジ
 性と呼んでいる。
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 論文審査の結果の要旨
 青山隆司提出の論文は木星の磁気圏の中にプラズマ風の存在を予言し,その結果としてi)木
 星磁気圏境界の構造il)木星磁気圏内のディスク周辺に存在する内部磁気圏境界,墨重量)木星磁
 気圏内の衝撃波の存在を明らかにしたものである。研究の中心は理論的数値計算であるが,一
 部パイオニアやボイジャーによって観測された結果によって実証を得ている。
 まず,木星磁気圏の赤道鮒近に生ずるディスタに関して,流体方程式を中心にもとめたもの
 であるがこの方面の研究の最も困難とするところは垂直の磁場の存在する条件の中でプラズマ
 流が生ずるというパラドックスの究明にある。ここでは,木星磁気圏のディスク域の全方向に
 おける均質性の仮定を捨て,現実に不均一であることを根底として,その解を求め,亜音速か
 らはじまり,スーパーアルフベン速度に達する惑星プラズマ風の解が存在することを明らかに
 した。
 さらに,この惑星風の解が存在する場合に,太陽風との圧力バランスから生ずる磁気圏境界
 面の形を赤道域について二次元的に求め,それが太陽風圧の変化に応じて大きく変化すること,
 そして木星の磁気圏境界域の構造が左右非対象であることが結論づけられた。特に太陽風圧の
 変化に応じる境界域の位置の変動は磁気圏のスポンジ性として知られるもので,木星磁気圏中
 の飛翔体によって観測され実証されたものである。
 また,最後にこの磁気圏境界域の前後において,衝撃波の発生する可能性を理論的に究明し
 赤道域における衝撃波面の構造を,やはり,二次元的に明らかにした。こうした内部惑星風の
 存在による境界域の諸性質はパイオニア及びボイジャーによって観測された結果で示唆される
 諸性質と驚くべく一致している。現在まで惑星風の存在は実証されていないが,本研究の論拠
 を確かなものにしている。以上,本論文は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究
 能力と学識を有することを示している。よって,青山隆司提出の論文は理学博士の学位論文と
 して合格と認める。
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